
第１７６回福島県新型コロナウイルス感染症対策本部員会議 

 

１ 日時 令和５年３月１日（水）１６：００～１６：０６ 

２ 場所 危機管理センター災害対策本部会議室（ペーパーレス会議） 

３ 議事 

（１）新型コロナウイルス感染者の状況等について 

（保健福祉部長） 

５ページ、資料１をお願いいたします。 

【資料１】 

昨日の新規陽性者数は、３０１人です。 

  ２月２４日から５日連続で前の週の同じ曜日を上回っております。 

次に、４ページ。 

２月２８日現在の療養者の状況です。 

確保病床の入院者は、９８人です。このうち、重症者が０人となっております。 

なお、確保病床外に入院している方も含めた入院者数は１９２人です。 

宿泊療養施設入所者数は、５３人となっております。 

病床等の状況についてですが、 即応病床数については、２月９日から６６９床の体制

へ移行を進めていたところですが、本日時点で６６９床への引き下げが完了いたしました。 

次に、６ページ 

人口１０万人当たりの１週間の新規陽性者数は、１０２．５０人。 

１００人を上回る水準で推移しております。 

次に、８ページ 

確保病床の使用率は、１２．８％。 

引き続きレベル１の水準となっています。 

次に、１１ページ 

「重症者用の病床使用率」が、０．０％、 

発熱外来患者の状況を示す「一週間の医療機関報告新規陽性者数」が、１，５３８人と

なっています。 

インフルエンザが流行期に入っていることや「保健医療の負荷の状況」等を総合的に勘

案すると、引き続き「レベル２」と考えております。 

 



（２）新型コロナワクチンの接種状況等について 

（病院局長） 

１３ページ、資料３をお願いします。 

【資料３】 

２月２７日時点の接種実績については記載のとおりになります。 

このうちオミクロン株対応ワクチンの接種回数につきましては、 

累計で、９８２，５８３回、全人口に対する接種率は ５３．４％で 

全国における接種率４３．８％を９．６ポイント上回っております。 

次のページをお願いします。 

新型コロナワクチン接種に関するお願いでございます。 

先週、今後の接種方針が示されたところでありますが、現在は、昨年秋から始まった、

オミクロン株対応ワクチンの一人一回の接種が推奨されております。 

初回接種が終了した方で、まだオミクロン株対応ワクチンの接種がお済みでない方は、

積極的にご検討ください。 

（知事） 

  はじめに、県民の皆様の命と健康を守るため、感染症対策や医療の現場で献身的に御尽

力いただいている医療関係者の皆様に、心から感謝を申し上げます。 

また、県民の皆様、事業者の皆様におかれては、日々の様々な場面において、感染防止

対策への御理解、御協力を頂いていることに御礼を申し上げます。 

全国の新規陽性者数は、１月中旬以降、減少傾向が続いています。 

本県においても、新規陽性者数の減少が続いていましたが、先週末から、前の週の同じ

曜日を上回る日が続き、下げ止まりの傾向にあるため、注意が必要です。 

また、花粉症のシーズンを迎え、くしゃみや鼻水などの症状のある方が増えています。 

花粉症だと思っていたら、実は新型コロナに感染していたということがあるかもしれま

せん。いつもの花粉症だと決めつけることなく、普段と異なる行動をした場合などには、

新型コロナの感染を疑い、気になる方は検査を受けましょう。 

また、花粉症シーズンでも換気は重要です。花粉の流入を避けながら十分な換気をお願

いします。 

先般、国において、マスク着用の考え方が見直され、３月１３日から、個人の判断を基

本とする方針が決定されました。 

しかし、この決定により感染対策が不要になるわけではありません。見直しが適用され



るまでは、引き続き、屋内において、人と人との距離が確保でき、会話をほとんど行わな

い場面などを除いて、マスクの着用をお願いします。 

また、３月１３日以降においても、高齢者など重症化リスクの高い方への感染を防ぐた

め、医療機関の受診時や高齢者施設等を訪問する時、混雑した電車やバスに乗車する時な

どは、マスクの着用が推奨されているほか、医療機関や高齢者施設等の従事者については、

勤務中の着用が推奨されています。 

お一人お一人が感染リスクや重症化リスクを正しく理解した上で、マスクの着用が効果

的な場面では着用をお願いします。 

なお、基本的な感染対策は引き続き重要です。「三密の回避」、「人と人との距離の確保」、

「換気」等の励行をお願いします。 

県内の新型コロナウイルスの新規陽性者数は下げ止まりの傾向が見られます。御自身と

大切な方の命を守るために、今後も気を緩めることなく、基本的な感染対策の徹底や、ワ

クチンの接種など、感染対策を続けていくことが重要です。 

引き続き、県民の皆様、事業者の皆様の御理解と御協力をよろしくお願いします。 


